
（2）関西サイディングニュース

平
成
26
年
10
月
着
工
戸
数

分
譲
住
宅
は
増
加
し
た
が

持
家
、貸
家
が
減
少
し
た
た
め

　
　
　
　
全
体
で
減
少

　

10
月
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
は
７
９
、１
７
１
戸
。

前
年
同
月
比
12
・３
％
減

で
、８
か
月
連
続
の
減
少
。

（
前
々
年
同
月
比
は
6.0
％
減
）

　

持
家
は
、２
４
、２
４
５

戸
で
、同
28・６
％
減
は
、９

か
月
連
続
の
減
少
。

　

貸
家
は
、３
３
、６
２
８

戸
で
、同
4.1
％
減
は
、４
か

月
連
続
の
減
少
。

　

分
譲
住
宅
は
、２
０
、８

２
０
戸
で
、同
1.6
％
増
は
、

９
か
月
ぶ
り
の
増
加
。

　　

地
域
別
戸
数
は
、

　

首
都
圏
は
、持
家（
同

25
・
９
％
減
）、貸
家（
同

3.5
％
増
）、分
譲
住
宅（
同

27・５
％
増
）で
、総
戸
数
は

同
3.2
％
の
増
加
。

　

中
部
圏
は
、持
家（
同

26・６
％
減
）、貸
家（
同
11・

６
％
減
）、分
譲
住
宅（
同

18・８
％
減
）で
、総
戸
数
は

同
19・６
％
の
減
少
。

　

近
畿
圏
は
、持
家（
同

29・６
％
減
）、貸
家（
同
25・

２
％
減
）、分
譲
住
宅（
同

28・４
％
減
）で
、総
戸
数
は

同
27・３
％
の
減
少
。

神戸　睦史
〈ハウゼコ〉

　
い
よ
い
よ
今
年
も
あ
と

数
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、私
達
の
業
界
で
最

大
の
ニュ
ー
ス
は
太
陽
光
の

買
取
中
止
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
管
元
首

相
が
、辞
任
と
引
き

換
え
に
通
し
た
法
案

で
す
が
、功
罪
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

功
は
、第
一
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

急
速
に
普
及
さ
せ
た
事
、

第
二
に
そ
れ
に
伴
う
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
劇
的
な
価
格

の
低
下
。
第
三
に
冷
房
需

要
の
多
い
夏
場
に
発
電
す

る
事
、第
四
に
非
常
用
電

源
の
確
保
等
々
で
す
。

　

さ
て
、負
の
面
で
す
が
、

第
一
に
現
在
申
請
済
み
物

件
の
２０
％
し
か
稼
動
し
て

い
な
い
事
。
第
二
に
電
気

代
が
上
昇
す
る
見
込
み
で

あ
る
事
、第
三
に
送
電
線

が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
る

事
、第
四
に
日
照
時
間
に

よ
っ
て
不
安
定
に
な
る
事
、

第
五
に
現
在
で
も
な
ん
と

か
自
給
で
き
て
い
る
の
に
、

認
可
済
み
未
稼
働
太
陽

光
の
稼
動
と
、今
後
原
発

稼
動
が
本
格
化
す
る
見

通
し
で
あ
る
事
等
々
で

す
。
先
輩
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
々
で
は
、既
に
国
民
負

担
の
大
き
さ
が
問
題
に
な

り
縮
小
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
大
幅
な
貿
易

赤
字
は
、今
後
太
陽
光
と

原
発
の
再
稼
動
で
縮
小
す

る
見
込
み
で
す
が
、原
発

の
再
稼
動
に
対
す
る
意
見

も
賛
否
両
論
で
す
。
来
年

は
そ
れ
ら
の
問
題
点
に
対

す
る
見
通
し
が
政
府

か
ら
出
さ
れ
る
年
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

途
上
国
に
旅
行
に

行
き
ま
す
と
、い
か
に

日
本
人
が
電
気
を
使

い
す
ぎ
て
い
る
か
意
識

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
普
段
の

生
活
か
ら
見
直
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
な
の
か
？
考

え
さ
せ
ら
れ
る
テ
ー
マ
で

す
。

ク
ラ
フ
ツ
メ
ン
ス
ク
ー
ル
説
明
会
開
催

　
　
　
　
　 
　 

情
報
交
換
会
に
て

　
「
建
設
に
携
わ
る
職
人

を
養
成
す
る
学
校
」

　

一
般
社
団
法
人
ク
ラ
フ

ツ
メ
ン
ス
ク
ー
ル
説
明
会

が
、11
月
28
日
の
情
報
交

換
会
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。仲
本
純
代
表
理

事
は
じ
め
４
名
の
方
が
出

席
さ
れ
、10
月
に
神
奈
川

県
綾
瀬
市
で
開
催
さ
れ
た

プ
レ
講
座（
35
時
間
）の
様

子
や
、来
年
４
月
の
本
講
座

（
60
時
間
）へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、映
像
を
交
え
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

仲
本
代
表
理
事
は
、プ
レ

講
座
で「
失
敗
し
反
復
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
」

と
話
さ
れ
、本
講
座
へ
向
け

て
の
意
気
込
み
と
、協
力
を

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
フ
ツ
メ
ン
ス
ク
ー
ル
第

１
期
窯
業
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

技
術
者
養
成
講
座（
60
時

間
）日
程

２
０
１
５
年
４
月
６
日
〜

４
月
10
日
・
４
月
20
日
〜

４
月
24
日（
計
10
日
間
）

場
所　

静
岡
県
牧
之
原
市

を
予
定

　

同
日
13
時
か
ら
、ク
ラ
フ

ツ
メ
ン
ス
ク
ー
ル
関
西
支
部

会
が
開
催
さ
れ
、関
西
で
の

プ
レ
講
座
の
開
催
が
決
ま

り
、ま
た
、会
員
拡
大
と
人

材
確
保
に
つい
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

関
西
地
区
プ
レ
講
座
日
程

２
０
１
５
年
４
月
13
日
〜

15
日（
14
日・15
日
は
公
開
）

問
合
せ・詳
細
は

ク
ラ
フ
ツ
メ
ン
ス
ク
ー
ル
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４
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７

（
ガ
イ
ズ
カ
ン
パニ
ー
㈱
内
）

消
費
税
引
き
上
げ
後
の
住
宅
取
得
者
の
負
担
緩
和

｢

す
ま
い
給
付
金｣

の
周
知
を

　

｢

す
ま
い
給
付
金｣

は
、

消
費
税
引
き
上
げ
後
の
住

宅
取
得
者
の
負
担
増
を
緩

和
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ

た
制
度
で
、税
率
が
８
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
２
０
１

４
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
。予
算
額
は
１
６
０
０

億
円
と
大
き
い
。
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
と
合
わ
せ
て
、

負
担
軽
減
を
は

か
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
利
用

が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
。

　

国
土
交
通
省
に
よ
る

と
、４
月
か
ら
９
月
の
申
請

件
数
は
、新
築
１
万
１
６

１
４
件
、中
古
６
０
０
件
の

１
万
２
２
１
４
件
で
、給
付

金
合
計
は
19
億
７
０
０
０

万
円
と
低
か
っ
た
。

　

申
請
は
引
き
渡
し
か

ら
１
年
以
内
で
あ
れ
ば
い

つ
で
も
可
能
で
、た
だ
し

８
％
の
消
費
税
率
で
の
引

き
渡
し
分
が
対
象
。収
入

に
よ
っ
て
給
付
額
は
変
わ

る
が
、収
入
額
の
目
安
が

５
１
０
万
円
以
下
で
、最

大
30
万
円
の
現
金
の
給
付

が
受
け
ら
れ
る
。当
面
、２

０
１
５
年
９
月
末
ま
で
に

引
き
渡
さ
れ
入
居
完
了

し
た
住
宅
が
対
象
で
10

月
以
降
は
随
時
公
表
す

る
。

　

Ｔ・Ｉ・Ｃ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
門
真
市
四
宮
１

－

２

－

３
）で
は
、北
河
内
一

円
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や

相
談
が
増
え
て
き
て
い
る

と
い
う
。10
月
の
申
請
が

19
件
で
、そ
の
う
ち
30
万

円
の
給
付
が
17
件
、10
万

円
の
給
付
が
２
件
と
、一
気

に
増
加
傾
向
と
い
う
。

　

申
請
が
想
定
よ
り
少

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
す

ま
い
給
付
金
だ
が
、制
度

は
２
０
１
７
年
12
月
ま
で

に
引
き
渡
さ
れ
入
居
完
了

し
た
住
宅
ま
で
対
象
な
の

で
、さ
ら
に
周
知
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。


